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公   示 
 

平成２２年度第１回動力車操縦者運転免許試験の合格者について 
 
平成２２年度第１回動力車操縦者運転免許試験の合格者は次のとおりである。 

 
 
       平成２２年１２月２２日     

   関東運輸局長 
                         神 谷 俊 広 

 
 
免許の種類   受 験 番 号   
 
甲種電気車   ２２１０１、２２１０２    
 
甲種内燃車   ２２１０３、２２１０６、２２１０７、２２１０８、２２１０９   
 

以上 

別紙 



公 示

平成２２年度第２回動力車操縦者試験の施行について

動力車操縦者運転免許に関する省令（昭和３１年運輸省令第４３号、以下「省令」
という。）第１０条第２項の規定により、平成２２年度第２回動力車操縦者試験につ
いて、下記のとおり公示する。

平成２３年 １月 ５日

関東運輸局長
神 谷 俊 広

記
１．試験を行う運転免許の種類
（１）身体検査、適性検査及び筆記試験

甲種電気車運転免許、甲種内燃車運転免許
（２）技能試験

甲種電気車運転免許、甲種内燃車運転免許

２．試験の施行及び期日
（１）身体検査

省令第８条の２による別表２の上欄に掲げる項目について医師の診断書を運
転免許申請書とともに提出し、その診断書により検査する。
（２）筆記試験及び（３）適性検査の試験は、身体検査の試験に合格した者

に対してこれを行う。
（２）筆記試験

平成２３年 ３月１０日（木） ９時４５分
（３）適性検査

平成２３年 ３月１０日（木） １３時４０分
（４）技能試験

技能試験は、身体検査、適性検査及び筆記試験に合格した者に対し、所属す
る事業者を通じて、期日を通知する。



３．試験施行の場所
（１）筆記試験及び適性検査

関東運輸局
神奈川県横浜市中区北仲通５－５７ 横浜第２合同庁舎

（２）技能試験
技能試験は受験者が所属する事業者において実施する。具体的な線区等につ

いては、身体検査、適性検査及び筆記試験を合格した者に対し、所属事業者を
通じて別途通知する。

４．受験の際の携行品及びその他注意事項
（１）受験票及び筆記用具を持参すること。なお、ＨＢの鉛筆は必ず持参すること。
（２）矯正眼鏡が必要な者にあっては、矯正眼鏡を持参すること。

５．免許申請受付期間
平成２３年 １月 ７日（金）～平成２３年 ２月 ８日（火）

６．運転免許申請書及び同申請書に添付すべき書類等
（１）提出書類
ア．省令第５条第３項に定める第１号の２様式による申請書１通
イ．戸籍謄本、戸籍抄本又は本籍の記載のある住民票の写し（外国人にあっては、
国籍、氏名、生年月日及び性別を証する本国領事官の証明書。但し、本国領事官
の証明書を提出できない者にあっては、権限ある機関が発行するこれらの事項を
証明する書類）１通
ウ．申請前６ヶ月以内に撮影した申請者の写真３枚
（注）写真は無帽、正面、上３分身、無背景の縦３．５cm、横２．５cmの大きさの
ものを３枚で、必ず裏面に氏名、年齢及び所属事業者を記載すること。

エ．省令第９条第１項の規定により試験の一部又は全部の免除を受けようとする者
は、免除を受けることができることを証明する書類

オ．身体検査を必要とする者は、省令第８条の２の規定による別表２の上欄に掲げ
る項目についての医師の診断書

（２）申請書類提出先
関東運輸局鉄道部安全指導課
神奈川県横浜市中区北仲通５－５７ 横浜第２合同庁舎１７階
電話番号 ０４５－２１１－７２４０

６．合格基準
（１）身体検査

省令第８条の２に定める別表２の上欄に掲げる項目について行い、その合格基
準は、同表の下欄に掲げるとおりとする。

（２）適性検査
クレペリン検査及び反応速度検査により実施する。なお、合格点は、クレペリ

ン検査をa、a'、a’～a'f、a'f、a'f～Fa、b、b'、b'fとし、反応速度検査につ
いては正答数の評点３以上、誤答数の評点３以上とする。



（３）筆記試験
動力車の操縦に関する法令に係る科目を１０問題２００点満点とし１２０点以

上、動力車の構造及び機能に関する科目並びに安全に関する基本的事項及び運転
理論に関する科目を併せて１０問題２００点満点とし１２０点以上を合格点とす
る。

（４）技能試験
省令第８条の５に定める事項について実施し、各事項毎に１００点満点とし

６０点以上を合格点とする。

７．その他
試験に関する詳細については、別途、受験者の所属する事業者あて通知する。

８．技能試験において使用する車両等
（１）受験者が所属する事業者（その事業者が同意した場合は受験者が所属する事業

者以外の事業者であっても可）は、運転免許申請書を提出した運輸局の管内にお
いて、受けようとする運転免許の種類の技能試験に必要な鉄道施設又は軌道施設
及び車両（鉄道事業法による許可を受けた鉄道事業に使用するもの又は軌道法に
よる特許を受けた運輸事業に使用するものに限る。）並びに運輸局が別途指示す
るものを自己の負担において準備すること。これらが準備できない場合は、技能
試験を実施しない。この場合であっても運転免許手数料は返還しない。

（２）技能試験中の安全確保は、上記（１）の車両等を準備した事業者が行うこと。

９．運転免許手数料
（１）運転免許手数料は省令第２２条に定めるとおりであり、運転免許手数料の額に

相当する収入印紙を運転免許申請書に貼付し、又は電子情報処理組織を使用して
納付すること。
収入印紙により納付する場合、収入印紙は消印しないこと。

（２）運転免許申請書を受理した後は、運転免許手数料は返還しない。

10.合格者の発表方法
合格者の発表は、技能試験の合格者に対して、連絡することにより行う。

11．その他
試験に関する問い合わせ先 関東運輸局鉄道部安全指導課

電話番号 ０４５－２１１－７２４０
月～金（祝祭日を除く） ９：３０～１８：１５



◎旅客自動車運送事業の運賃及び料金認可申請事案

道路運送法施行規則第55号の規定により次のとおり公示する。

なお、本件について意見の聴取の申請をしようとするときは公示の日から10日以内に

次に掲げる事項を記載した申請書を当該運輸支局経由関東運輸局長あて提出されたい。

１　申請者の氏名又は名称及び住所

２　事案の件名及びその番号

３　意見の聴取において陳述しようとする者の氏名及び職業又は職名

４　意見の聴取における陳述の概要及び利害関係を説明する事項

平成23年1月13日　　　関東運輸局長　神谷　俊広

○一般乗用旅客自動車運送事業の運賃及び料金（福祉輸送ｻｰﾋﾞｽ）設定認可申請事案

番号　申請者　事案の概要（１．申請年月日　２．運賃適用地域名　３．申請概要）

10B48号　株式会社ライフトータルサービス

１．平成22年 12月13日

２．埼玉県A地区

３．運賃及び料金設定認可申請の概要

下記の時間制運賃について、初乗時間及び加算時間を15分に短縮する。

（ア）大型車　上限運賃

（イ）普通車　上限運賃

公　　　示


